
 
 
 

2020年10月20日 
報道関係各位 

 
シティラボ東京 

東京建物株式会社 

一般社団法人アーバニスト 

プログラム開催数 250、利用者数 12,000 人、パートナー等 30 社超 

持続可能な都市づくりの拠点「シティラボ東京」で 
「サステナブルまちづくり概論」開講 

～コロナ時代に求められる持続可能な都市の全体像をとらえるオンラインゼミ～ 
 

シティラボ東京（東京都中央区京橋、企画：東京建物株式会社、運営受託：一般社団法人アーバニスト、 

以下「CLT」）は、パートナー企業である株式会社エンパブリック（本社：東京都文京区、代表取締役：広石 拓

司）と共同で、2020年10月29日より、連続オンラインゼミ「サステナブルまちづくり概論～持続可能な都市

の全体像をとらえ、その実現手法を探る」（全8回、以下「本ゼミ」）を開講します。 

 

CLTは、持続可能な都市や社会づくりを行うための交流・発信拠点であり、都市計画や建築、環境、経済、社

会など都市及びサステナビリティに関わる幅広い分野の方々が協働できる場づくりに取り組んでいます。2018

年12月のオープン時より、サステナビリティを事業の軸に置くスタートアップコミュニティ「City Lab 

Ventures」の発足や、30社以上のパートナー企業、メンター、アンバサダー等と、まちづくり×サステナビリ

ティに関連するプロジェクトの創出に繋がる活動を行っています。開設から約１年6カ月で12,000人以上が

CLTを利用し、250以上のプログラム等が開催されてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．CLTが本ゼミを開講するに至った背景と経緯 

本年8月末に国土交通省が取り纏めた「新型コロナ危機を踏まえたまちづくりの方向性」にも著されてい

るように、コロナ時代のニューノーマルなまちづくりについては各所で議論がなされているところです。本

ゼミでは「サステナブルなまちづくり」実現への分野・テーマを超えた基本的な考え方、事例の背景にある

メガトレンドの視点を、CLTがこれまで培ってきたネットワークを活かして、第一線の研究者・実践者に講

義いただきます。その上で受講者自らが経験を持ち寄り議論し、サステナブルなまちづくりに不可欠な構成

要素を考え、2030年の都心、郊外、地方都市での暮らしのイメージを明確にし、その実現に向けて受講者自

身の携わる仕事や生活では何ができるのか、何から始めるべきか具体化することを目指します。 
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CLT 一周年記念イベント写真 



２．本ゼミの詳細 

【開催時期】 

2020年10月29日～2021年3月7日 

（全8回オンライン・ライブ・セッション＋オンラインの学びの場） 

 

【定員／対象者／費用／申込先】 

・40名 

 ・企業のサステナビリティ担当者、不動産デベロッパーや建設業、都市計画コンサルタントなどの都市開 

 発に携わる方、金融機関、NPO、行政職員、まちづくりに取り組む市民など 

・参加費：38,000円（税込） 

・申込先：https://sustainablecity.peatix.com/ 
 

【講師】 

広石拓司（株式会社エンパブリック代表） 

 村山顕人（東京大学大学院 工学系研究科都市工学専攻 准教授） 

 横張真 （東京大学大学院 工学系研究科都市工学専攻 教授） 

山崎満広（ビジネスストラテジスト / 一般社団法人 CREATIVE CITY LABO 代表理事） 

 齋藤精一（ライゾマティクス・アーキテクチャー主宰）（予定） 

 加藤佑 （ハーチ株式会社 代表取締役 / IDEAS FOR GOOD編集長） 

 西村健佑（在ベルリンコンサルタント） 

吉高まり（三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング プリンシパル・サステナビリティ・ストラテジスト） 

 

【主催】 

株式会社エンパブリック、シティラボ東京（URL：http://citylabtokyo.jp） 

 

【特徴】 

１）８つのライブ・セッションを通して、サステナブルなまちづくりの基本概念を共創する 

２）都心、郊外、地方都市の３つのコースで「サステナブルな2030年の暮らし」を描く 

３）オンラインの特性を活かし、効果的に学んでいけるプラットフォーム 

４）関連イベント、シティラボ東京の期間限定会員の特典も 

 

【スケジュール】 

 

  

開催回 日時 内容 

第１回 

公開講座 

10/29木  

20:00～22:00 

サステナビリティ・シフト～2020年代におきる経済社会、ビジネス、都市の変化 

サステナブルな都市を統合的に考える視点とは？ 

第２回 11/20金 

20:00～22:00 

静止画から動画へ －時間軸を積極的に取り入れた都市計画の可能性－ 

<ワークショップ>まちづくりの礎にある価値観を見直してみよう 

第３回  

 

12/3木 

20:00～22:00 

サステナブルな都市へ賢く成長していくには何が必要か？ 

<ワークショップ>サステナブル都市の生活シーンをイメージしよう 

第４回 1/7木  

20:00～22:00 

都市のデジタルトランスフォーメーションとは？ 

サーキュラー・エコノミーとまちづくりはどう結びつくのか？ 

第５回 1/21木 

20:00～22:00 

エネルギーシフトは地域ビジネスのデザインをどう変えるのか？ 

サステナブル都市に投資を呼び込むには？ 

第６回 2/4木  

20:00～22:00 

社会課題解決とサステナブルまちづくりについての事例共有 

第７回  2/18木 

20:00～22:00 

＜ワークショップ＞都心、郊外、地方でのサステナブル都市での生活シーンをデ

ザインする 

第８回  3/7日  

14:00～16:30 

＜ワークショップ・発表＞サステナブル都市へのまちづくりに必要なこと、私た

ちのできること 



３．CLTについて 

CLTは、2018年の開設時より、サステナビリティに特化したオープンイノベーションプラットフォームとし

て、環境・SDGs・ESG投資や都市計画・まちづくり分野の専門家8名をメンターに迎え、20社を超えるパート

ナー企業・団体、会員と共に、持続可能な都市・社会づくりに向けた活動を拡大させてきました。現在は、新

型コロナウイルス危機以降のサステナブルなまちづくりの在り方について、オンラインツールを活用し、これ

までリアルな空間では繋がることが難しかったグローバルに活躍されている有識者を海外から迎え、プログラ

ムを開催しています。 

CLTが培ってきたネットワークと知見をまちづくりの実践者に広くシェアしていくことで、サステナブルな

まちの実現に向けた動きを創出していくべく、本ゼミを含め今後も多様なプログラムを開催してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．CLTの活動 

■サステナビリティ・スタートアップのコミュニティ「City Lab Ventures」 

2019年4月には、サステナビリティ領域におけるイノベーション創出のため、サステナビリティを事業の

軸に置く6社を発起人として「City Lab Ventures」を始動しました。知見の共有やコラボレーションを目的

としたオープン／クローズイベント等を定期開催していますが、発足から1年を経過し、発起人同士でのコラ

ボレーション事例も複数生まれています。 

 

■約1年6ヵ月で、250以上のサステナビリティ関連のプログラム等が開催され、利用者は12,000人以上に 

 ＜CLT独自プログラムの一例＞ 

・（CLT×メディア） 

「SDGsでソーシャルインパクトを生み出すためにメディアはどうする？」 

・（CLT×行政・Z世代・都市デザイナー） 

「SDGs日本モデル宣言を読み解く」 

・（CLT×環境省） 

「地域における温暖化対策を通じた地域活性化の推進のための連絡会」  

・（CLT×ロイドレジスタージャパン） 

「Sustainability Leading Brand」 

 

シティラボ東京を専門的な知見から導くメンター 

 
イノベーションを加速させるパートナー等 

 

左から、 
自然電力㈱ 
風力･水力･バイオマス事業部長 花吉 哲芝 

㈱ボーダレス･ジャパン 
代表取締役副社長 鈴木 雅剛 

㈱ウィファブリック 
代表取締役社長 福屋 剛 

東京建物㈱ 
取締役専務執行役員 福居 賢悟 

㈱TBM 
代表取締役 CEO 山﨑 敦義 

㈱ユーグレナ 
特命担当室テクニカルディレクター 村花 宏史 

㈱DG TAKANO 
代表取締役 高野 雅彰    （※役職等は2019年4月当時） 

プログラム風景 



５．シティラボ東京運営受託者：一般社団法人アーバニストについて 

・代表理事：小泉 秀樹 

・事業内容：都市課題の解決を目的とする施設の運営、普及啓発プログラムの企画及び実施等 

 

６．本ゼミ共催者：株式会社エンパブリックについて 

・2008年創業。「思いのある誰もが動き出せ、新しい仕事を生み出せる社会」を目指し、地域・組織の人たちが知

恵と力を持ち寄る場づくりと、社会課題解決型の事業開発や起業に役立つプログラムを提供している。 

・代表者 ： 代表取締役 広石拓司 

・事業内容： 地域コミュニティ醸成支援、社会起業・サステナビリティ経営の開発支援と担い手育成 

 

７．八重洲・日本橋・京橋地区における東京建物のまちづくりについて 

東京建物は、2030年頃をターゲットにした長期ビジョンとして「社会課題の解決」と「企業としての成長」

をより高い次元で両立する次世代デベロッパーへの進化を掲げ、重点戦略として「社会課題解決に貢献する

まちづくり」に取り組んでおります。八重洲・日本橋・京橋地区では、以下の施設を開設・運営しておりま

す。 

・スタートアップ向けシェアオフィス「xBridge-Tokyo」 

・スタートアップ向け内装・什器付オフィス「xBridge-Tokyo Next」 

・多様な働き方を求めるワーカー向けシェアオフィス「+OURS」 

・持続可能な都市づくりのためのオープンイノベーション拠点「City Lab Tokyo」 

・食を通じた賑わいづくりとコミュニケーションを促すシェアキッチンスペース「Kitchen Studio SUIBA」  

・食に関わる社会課題解決のための実証実験・社会実装の場「TOKYO FOOD LAB」 

・クリエイターやエンジニアが集まり、企業の枠を超えて未来へのアイデアを形にすることを支援するた 

めの場「TOKYO IDEA EXCHANGE」 

 

また、本エリアは東京建物を主幹事企業として令和2年度東京都におけるイノベーション・エコシステム

形成促進支援事業「認定地域別協議会」の認定を受けており、イノベーション・エコシステム形成に向けて

の活動を推進しております。 

 

八重洲・日本橋・京橋地区 ※白の吹き出しは東京建物が手掛ける施設 

 以 上 


